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はじめに

 近年、量子、素粒子などミクロの世界の解明が進み、見えない世界の真実が科学的にも

一段と明らかになりつつある。

 量子コンピュータ、量子暗号通信などの最先端市場が世界的に注目されているが、こうし

た技術の根幹にあるのが、量子(Quantum)の研究である。

 量子は粒子性と波動性をもつため、「物質」とは振る舞いが異なる。この量子の振る舞い

を考察することにより、量子新時代におけるビジネス創出のヒントが得られると考えられる。

 当調査では、弊社が過去に調査してきた、量子コンピュータ、IT 生命科学、トランステック

などの重要ポイントも抑えながら、量子ビジネスにおける、新たの視点を持つ、新発想ビジ

ネスとして、量子に関係する脳や意識の関連市場、すなわち量子脳意識関連市場に注

目した。

 量子脳や意識の研究では、2020 年ノーベル物理学賞を受賞したロジャー・ペンローズ博

士の主張する量子脳理論や、日本の研究者による受動意識仮説などがある。最近では、

人の脳が量子的な機能を持っていることが判明したという (ダブリン大学研究者)。人の意

識と脳が量子計算によってつながっているとも考えられ、広義的に考えると、意識テクノロ

ジーやブレインテックという世界を含めて量子ビジネスが広がってゆく可能性がある。

 従来、スピリチュアルとサイエンスは社会全体の空気の中では、かなり距離感があったよう

に感じられていたが、量子意識という言葉や量子脳という言葉からも連想されるように、こ

れからはさらに量子を意識した価値観や、量子テクノロジーの活用といった世界観が広が

ってゆくとみられる。

 心理学的に考えると、人間の意識には大きく分けて二つあり、自分で意識している『顕在

意識』と自分で意識していないのに感情を左右する意識『潜在意識』がある。また、自我を

越えた無意識、集合意識、宇宙意識といった考え方もあり、意識とは何かといった研究に

は奥深いものがある。

 いっぽう、人間が知覚しているこの宇宙は、宇宙全体から見れば、ごくわずかで 5%でしか

ない。残りは約 27％が「ダークマター（暗黒物質：dark matter）」と呼ばれる仮説上の物

質、約 68％が「ダークエネルギー（暗黒エネルギー：dark energy）」と呼ばれる仮説上のエ

ネルギーである。意識や宇宙の探求は、人類の未来を大きく変える可能性がある。

 宇宙と人間の関係は量子テクノロジーの時代を迎える中で、量子が粒であり、波動でもあ

るという点を再認識し、その活用法を波動的観点で考えてゆくことが、人類の文化、すな

わち量子文化につながってゆくと考えられる。音楽、絵画、芸術、エンタメ等につながる要

素があり、日本人が得意とするアニメでも感動的な作品がすでに創出されている。

 量子に関する話題が広がる中で、パラレルワールド、量子もつれ、ゼロポイントフィールド

といった概念も話題になることが多くなってきた。こうしたミクロの世界の概念哲学を考え、

学んでゆくことは、個人の豊かな生き方にも通じ、社会の豊かな文化にもつながってゆく。

 当調査報告書は、従来の市場データは最小限にとどめ、最先端情報、新発想、メソッド構

築の記述を中心としてまとめた。本書の対象者は、スピリチュアル世界にこれまで関心の

薄かった方々や、これから量子をテーマに自分の能力、脳力を高め、社会活動、ビジネス

活動を通じて社会貢献したいと思う人などが主な対象である。当調査研究レポートが皆様

の価値ある未来創造に少しでも寄与できれば幸いである。

ＡＱＵ先端テクノロジー総研
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